第３学年外国語活動学習指導案
                                              令和元年度１２月１８日（水）５校時
                                       読谷村立渡慶次小学校　３年３組　男１６人・女１５人計３１人
                                            　授業者　千葉　由美　印
　　　
１ 単元名　Unit 8　What’s this?
２ 単元の目標
　・外来語とそれが由来する英語の違いに気づき，身の回りの物の言い方や，ある物が何かを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。
　・クイズを出したり答えたりする。
　・相手に伝わるように工夫しながらクイズを出したり答えたりしようとする。
３ 単元について
　（１）教材観
　　　“What’s this?”というフレーズに使われている“What”は，日本人にも馴染みのある５W1Hの一つであり，他者とのコミュニケーションを深めるためには欠かせないもの（疑問代名詞）である。また，外国語活動の授業の中で頻繁に使われるクラスルームイングリッシュであることから，児童にとっては，慣れ親しんでいる表現でもある。３学年の外国語活動では，聞く，話す（発表），話す（やり取り）を中心に行うことが求められているので，アウトプットする場を大切にしたスピーキング活動や，振り返り活動を積極的に取り入れていく。 
（２）児童観　
       ①単元・教材に対する児童観
　　　本校では，新学習指導要領の移行期間ということから，年間１５時間を外国語活動の時間として確保している。少ない授業時数ではあるが，外国語を話したいという意欲が高い児童が多いことから，基本的に外国語活動の授業は外国語で行ってきた。初めて外国語活動を行うということもあり，授業を英語で行うことは難しいように思われたが，外国語活動以外の場（朝の出席確認や朝の活動時間等）でも積極的に外国語を使ってコミュニケーションを図ったことで，外国語で話しかけられることに対して抵抗を感じる児童は少ない。
　　　 ②児童（生徒）の実態　（検証授業開始前のアンケート　１０月に実施）
	①あなたは外国語の授業についてどう思いますか。

	とても楽しみ　
	少し楽しみ　
	あまり楽しみでない
	楽しみでない　

	７９％
	２１％
	０％
	０％

	②あなたは先生の英語を理解することが出来ますか。

	とてもできる
	少しできる　
	あまりできない
	できない　

	７％
	８３％
	１０％
	０％

	③あなたは英語で話すことが出来ますか。

	とてもできる
	少しできる　
	あまりできない
	できない　

	０％
	５５％
	３４％
	１０％

	④あなたは自分の考えを英語で発表することが好きですか。

	とても好き
	少し好き
	あまり好きではない
	好きではない

	２１％
	５２％
	２４％
	３％


　
アンケートの結果からもわかる通り，ほとんどの児童が外国語活動の授業を楽しみにしており，授業者の話す英語を理解することが出来ると答えている。また，英語で発表することは好きだと答えている児童が73％であるのに対し，英語で話すことが出来ないと答えている児童が44％であることから，「話す」という活動の中でも，「話す（やり取り）」を苦手と感じている児童が多いことが分かる。外国語を導入する学年だということも配慮したうえで，「話す（発表）」から「話す（やり取り）」活動が積極的に行えるような展開を工夫して，授業を進めていく必要がある。


（３）指導観
　　　２０２０年から全面施行される学習指導要領を円滑に実施させるために，文部科学省は２０２０年度までに英語教育を行う専科指導教員を４０００人増やす必要があると説明している。今後，外国語活動や外国語は，専科指導教員が行う可能性がある。私は，外国語活動を専科指導教員が行うことを視野に入れたうえで，授業は基本英語で行っている。本時では，児童が外国語を話すことは特別なことではなく身近なものとしてとらえ，英語で表現する場を広げてほしいという目的をもって授業を行っていく。教科書の内容だけを取り扱うのではなく，他教科で学習したことを外国語活動で学習したり，他教科で学習することを外国語活動の時間に学習したりするＣＬＩＬの手法を用いた授業を行っていく。

４ 単元の評価規準
	評価の
観点
	ア　知識及び技能
	イ　思考力・判断力・表現力

	ウ　主体的に学習に取り組む態度

	評価規準
	・学習した表現の使い方を理解し，適切な場において
表現を活用して，活動に取り組むことが出来る。

	・学習したフレーズの並びや音に気をつけながら，表現をすることができる。
・自分の伝えたいことを，相手に伝わるように工夫しながら話したり，質問したりすることができる。
	・他者の考えに興味をもちながら話を聞こうとすることができる。
・積極的に外国語活動に取り組むことができる。



	評価方法
	行動観察，評価シート，
Seesaw
	行動観察，評価シート，
Seesaw
	行動観察，評価シート
Seesaw


単元名　What’s this?
～ジョン先生に私たちのことを伝えよう～


５ 単元の指導計画


	
７時間
	
めあて
	
評価規準
	CLIL
（教科内容）

	
１
	・自己紹介シートを作って，ジョン先生に好きなものを紹介しよう。
	イ
ウ
	オリエンテーション
自己紹介をしよう。

	
２
	・読谷村で有名なものを見つけよう。
	イ
ウ
	総合「私たちの村じまん」
社会　方位（東西南北）

	
３
	・読谷村で有名なものをジョン先生に工夫しながら紹介することができる。
	ア
イ
	総合「私たちの村じまん」
社会　方位（東西南北）

	
４
	・二等辺三角形や正三角形を使って，クリスマスのオーナメントを作ろう。
	ア
イ
	算数「三角形」
国際理解

	
５
	・クリスマスのオーナメントを，お友だちやジョン先生に紹介しよう。
	イ
ウ
	算数「三角形」
国際理解

	
６
	・日本の年中行事や世界の行事を知ろう。
	ウ
	社会「まちに伝わる年中行事」　国際理解

	
７本時
	・クリスマスにほしいものを，お友だちやジョン先生に紹介しよう。
	ア
イ
	社会「まちに伝わる年中行事」　国際理解

	CAN-DO check
	“What’s this?” ”It’s a～”の表現を使って，ある物が何かを相手に尋ねたり，尋ねられたりしたことに答えることができる




６ 本時の指導「What’s this?」（　７／７時間）
　（１）ねらい       
　　　　・世界の行事に興味を持ち，自分がクリスマスにほしいものを，本時で学習した表現を使って友だちやジョン先生に伝えることができる。
[bookmark: _Hlk27085175]  （２）本時の評価基準
ア　知識及び技能
・学習した表現の使い方を理解し，“What’s this?”や“It is～”を使ってプレゼントの中身を尋ねたり，プレゼントの中身を答えたりすることが出来ている。 
イ　思考力・判断力・表現力
・相手が質問の意味を理解しやすいようにボディーランゲージを加えたり，自分のプレゼントの中身が相手に伝わるように工夫しながら話したりすることが出来ている。
（３）展開
	過程
	学習活動
	活動内容・児童の反応
	指導上の留意点、評価等

	導入
5分








展開①
10分






展開②
２０分






まとめ
Seesaw
１０分
	・Greetings



・Let’s watch a video
・Today’s goal




・I SPY For Christmas


・Story Telling




・Interview Time







・アンケートに答えた後に
Evaluation Sheetを書く。



・Seesawを使って自分のほしいものをジョン先生に紹介する。
	・Greetingsでは，毎時習慣化された内容を行い，
　日付や曜日を確認していく。
・ジョン先生からのビデオをみて，本時のめあてを確認する。



・東西南北を活用した，
I SPYゲームを行う。

・絵本の読み聞かせを行う中で，本時のターゲットセンテンスを繰り返し練習する。

・前時で作成したワークシートを活用して，自分のほしいクリスマスプレゼントを伝えたり，お友だちのほしいものを尋ねたりする活動を行う。


・本時のゴールを達成することができたかを振り返りながら，Evaluation Sheetを書いていく。

・Seesawに自分の作品をのせたり，お友だちの作品を鑑賞したりする。
	



・視覚教材を用いて，児童が進んで英語を発することができるよう支援する。
・３学年では，話す・聞くを中心に活動を行うので，めあては日本語で書く。

ア　知識及び技能

・児童の関心をひくように，工夫しながらポップアップブックをひらいていく。


・“What’s this?”の表現がいかされる場面になるよう，ワークシートの使い方には注意を払う。




・Formsで授業内容を振り返り，Evaluation Sheetには授業反省をまとめる。


・ふり返りシートを書いた後は，自由にSeesawを使って，自分やお友だちの作品をみる時間に使う。



